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　本道民有林の主力造林樹種であるカラマツは，数年後に大量の伐採が予想され，道内木材供給
に占めるウエイトも現在の数倍に達するものと見込まれている。最近の年伐量は40～50万m3を
推移しているが，昭和55年度においては約230万m3が見込まれ，その利用の位置づけも重要な問
題として検討されているところである。道林産課では，これに関連してカラマツ製材についての
流通調査を実施中であるが，昭和45年度の実態についてとりまとめたので参考に供したい。

　1．調査方法
　昭和45年度においてカラマツ製材を生産した全ての
工場を対象とし，各支庁より対象工場に依頼して調査
した。
　調査事項は，工場の形態，規模，兼業々種，原木入
手関係，原木径級，製材生産，製材出荷流通関係等で
ある。

　2．調査結果
　（1）工場数，経営形態，規模
　昭和45年度にカラマツ製材を生産した工場は156工
場で，これは本道製材工場の約15％である。支庁別内

訳，経営形態，規模について第1表に示した。支庁別

に見ると，渡島，十勝が各36工場（各23％），胆振13

（8％），後志，網走各12（各8％）から宗谷の1工

場と全道にわたっている。

　経営形態は会社組織76工場（49％），個人68（44％）

森林組合10（6％），その他2（1％）で，個人が比

較的多く，特に道南地方に著しい。その他 2工場は農

協の工場である。

　出力規模は75KW以上がわずか18工場（12％）で，

37．5KW未満が過半数を占め，本道製材工場の平均出

力72KW（昭和45年度末）1）から見ても中小または零

細規模工場が多いといえる。

　（2）兼業状況

　製材工場の兼業状況を第2表に示した。製材専業は

36工場（23％）で，120工場は兼業である。兼業々種

は多様であるが，チップが多い。これは工場廃材利用

が多いものと考えられ，製材の付属部門とも見なされ

る。建材販売は道央・道南地方の消費地に多くなって

いる。

　（3）原木入手量

　原木入手量を第3表に示した。総数167千m3で，一

工場平均1，070m3となっている。支庁別に見ると，十
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勝，網走，上川が多く，これら3支庁で全体の73％を

占めている。入手先について，林野別では個人所有林

からが92％と圧倒的で，国有林，道有林，市町村有林

はそれぞれ約2％となっている。地域別ではほとんど

自支庁管内からの入手であるが，他市町村からの入手

が多く，工場所在地近郊市町村から広く入手している

ものと見られる。

（4）原木の径級

  入手原木の径級は，9～16cm57％，18～22cm28

％，8cm以下8％，24cm以上7％となっており，中
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   小径材が圧倒的である。
　（5）原木消費量，製材生産及び出荷量
　　これらについては第4表に示した。137干m3の原木
を消費し，製材生産量は96千m3，70％の歩止りとな
っている。支庁別では十勝，網走，上川の順で，これ
ら支庁で原木入手量同様74％を占めている。一工場平
均生産量は約600m3（会社及び森林組合約900m3，個
人約250m3）となっている。出荷量98千m3の66％が道
外向けで，道外へ出荷した工場数は41（うち森林組合
7）となっている。

　（5－1）カラマツ製材専門工場

　カラマツのみ生産の工場について見ると第5表に示

すとおり19工場で，生産量は34千m3（うち十勝が過

半数を占めている），工場数で全体の12％，生産量で

は35％を占めている。これら工場の平均生産量は約

1，800m3で総平均の3倍である。道外向けの出荷比率

も75％と高くなっている。

　（5－2）カラマツ製材生産千m3以上工場

　カラマツ製材生産千m3以上の工場は第6表のとお

り31工場で，生産量は75千m3であり，工場数で全体

の20％，生産量では実に78％を占めており，

十勝，網走のウェイトが高い。道外向け出荷

比率も75％と高い。

  （5一3）カラマツ以外の製材生産量

カラマツ専門の19工場を除く137工場のカ

ラマツ以外の製材生産量は第7表のとおりで

ある。外材19千m3を含む165千m3となって

おり，これら工場の生産量に占めるカラマツ

の比率は27％である。

　以上のことから，カラマツ製

材の大半が少数の工場によって

生産されているといえる。

（6）製材出荷の内訳

　製材の用途、仕向先，地域等

について第8表に示した。用途

別では建築用（33％），梱包材

（28％），土木用（18％）が主

体となっている。一方，土木用
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のほとんどと建築用の約40％を占める仮設材は全体の
29％で，構造材は22％に過ぎない。仕向先では商社，
集荷業者，直販の順であるが，道外向は商社，集荷業
者，道内向は直販の形となっている。出荷先は京浜59
％，東北5％，その他を含めて道外66％，これらの主
用途は梱包材（42％），仮設材（27％）である。道内
向の主用途は構造材となっている。道外向の90％は京

浜であるが，この流通を見ると図のとおりで，商社，
集荷業者が中心となっている。
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